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私たちは
オープンマネジメントを
推進してまいります

企業のオープンマネジメント
（公開経営）とは−
お客様、地域社会、取引先、社員な
ど関係するすべての人々への開かれ
た経営（オープン・フェア・誠実）
こそ、企業の条件であると考えます。
企業は社会的公器であり、地域社会
に生かされていることを認識し、そ
の社会性を追求すべきと考えます。
流通・サービス企業においては、購
買代理人であるとの認識に立ち、お
客様（生活者・利用者）側の論理・
視点・発想で実践することにより、
社会的使命を果たすものと考えます。
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先日、NHKテレビで｢移動販売｣に関する報道番組が放映されていました。
過疎地帯で高齢化が進んでいる北関東のある町で、高齢者は自分の力で買物に行くこ

とができないため、某コンビニエンスストアのオーナーがその地域に出向いて、買物のサ
ポートをしている内容でした。

（編集部注：同番組は「サキどり↑」で、本誌P8 野口智雄先生の｢世の中ウオッチ｣でも出演番組として取

り上げられています。）

そこで印象深かったのは、自身のための買物のみならず、お孫さんや近所のお友達への
お土産にするのか分かりませんが、例えば菓子パンなどを何個も買い求めている姿でし
た。また、移動販売で来たオーナーとの会話をとても楽しみにしている光景は、何とも心
温まるものでした。

やはり買物は、自分自身の目で商品を確かめ、比較し、どのような料理を作るか、また誰
に届けるかなどを思いめぐらす瞬間が貴重であり、楽しい時間となるのだと思います。

そして、なかなか買物に行けない高齢者にとっては、買物と同じか、あるいはそれ以上
に販売員との会話をとても楽しみにしているように見受けられました。

山梨県の某スーパーマーケットでは、高齢のお客様のリピート率が高いこともあって、
店舗をお客様の“茶飲み場”として使っていただくようにしたい、との話をお聞きました。
いわば店舗が地域コミュニティの中心として情報交換の場、そして商品提供の場として
活用してもらおうとの考えです。

都市部とそうでない地域との事情はいろいろと違ってくると思いますが、店舗とお客
様とのコミュニケーションはもちろんのこと、お客様とお客様のコミュニケーションの
場を提供することは、まさに地域とともにある小売業の存在意義のひとつと言えるので
はないでしょうか。

このようなことを考えますと、それぞれの小売企業に於いて、今後の高齢化社会に向
けて、あらめて小売業の役割は何か、また、店舗は地域のお客様とどのように向かい合っ
ていったらよいのか、さらには、地域のお客様にとっての位置づけをどのように考えるの
か、などを自社で再定義し、仮説を立てて、実行に移していくべきだと考えます。

同時に、上記の考え方を進めていくためには、やはり“人材育成”をどうしていくのか、
ということが今後大きなテーマになってくると思われます。
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